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１．はじめに  

 徳山下松港大島地区において，浚渫土を有効活用した人工干潟（以下，大島干潟）を整備した．整備完了後

にはアサリ成育場として継続的な活用を目標としていることから，施工にあたっては材料の選定や地形の安定

のための覆砂投入時の浚渫土の撒き上がり等に留意して施工を行った．施工後のモニタリング調査ではアサリ

等生物の生息機能の創出が確認されている． 

本報告は，アサリ成育に必要な条件を考慮した施工上の工

夫と，干潟整備による海域環境の改善効果について報告する

ものである． 

２．大島干潟整備の概要 

徳山下松港新南陽地区の浚渫事業で発生する土砂について

は，有効活用の観点から，周南市大島地区の粭・大島漁港区

域内にアサリの成育場として活用する干潟整備に用いること

とした．なお，当海域では近年，アサリはほとんど生息して

いない状況であった． 

３．アサリの成育場に適する干潟の整備計画 

大島干潟は，浚渫土砂上に覆砂を施工する構造としている．アサリの生息水深，潮干狩りなど利用面を考え，

干潟面積を可能な限り広く取ることとし，計画断面はアサリの主生息範囲（D.L－0.5m 以浅）を 1/100 の緩勾

配とすることで，アサリ生息に適した水深帯や干出面積を広く確保できるよう配慮している．また，アサリの

成育に必要な粒度粒径の選定については，過去にアサリの生息場となっていた粭・大島漁港内の南側の小浜に

着目し，その周辺の粒径も参考に検討した結果，粒径 0.1mm～1.0mm のものが適切と判断した．１） 

４．覆砂工事の施工 

干潟造成工事は，土留壁築堤，浚渫土投入，覆砂の順で実施しており，覆砂工事は，散布台船にて覆砂厚

50cm として施工を行った．覆砂の施工においては，アサリの成育環境を確保するため，細粒分含有率が 10%

程度とする必要がある．覆砂投入時における浚渫土の撒き上がりによる施工精度の低下や浚渫土と砂の混合に

よる成育環境の悪化を抑制するため，図-2 に示すように薄層で複数に分けて施工することが重要となる．第

Ⅰ期工区では 2層に分けて行い，更に第Ⅱ期工区ではⅠ期施工を踏ま

え，浚渫土の撒き上がり等の抑制に工夫を加えたことで 1層多い 3層

に分けて施工が可能と判断し，砂の投入管理を行った．具体的には，

散布台船から砂を撒き出す際に，散らし用鋼板と減勢板を散布台船上

に設置し，排出の勢いを出来るだけ抑制することが浚渫土の撒き上が

り等の抑制に繋がると考え，図-3 に示す散布方法とすることにより 3

層施工が可能となった． 
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５．施工成果の検証 

アサリ主生息域（D.L.＋1.5～＋0.75m）を安定的に確保するためには，施工直後においてもある程度の覆砂

の安定が必要となる．この確認のため，図-3 に示す各 9 箇所において，干潟地盤の硬度および覆砂厚の測定

（静的コーン貫入試験）を行った．調査地点 9箇所の中央である No.5 地点の測定結果を表-2 に示す．地盤表

面から硬度が上がっていき，覆砂下の浚渫土まで達すると急激に下がっている．その変化点は第Ⅰ，Ⅱ期工区

とも，別途調査した覆砂厚測定結果と概ね一致していた．両工区の硬度の最高値は，第Ⅰ期工区 659.7kN/m2，

第Ⅱ期工区 1063.6kN/m2 であり，覆砂後の経過年月が少ない第Ⅱ期工区が上回っている． 

前述の施工方法の工夫を行った第Ⅱ期工区において早期に高い硬度が発現していることから，干潟地盤の安

定性向上に対して同施工方法が有効であると推察される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．干潟整備による環境改善効果 

１）アサリの成育状況 

アサリは前年秋の産卵群が翌年春から急激に成長し，夏

場にピークになる．その後，秋に向けて産卵や水温低下等

により個体数，肥満度が減少することが知られている．同

干潟のアサリについても成育状況の季節変動はあるもの

の年間を通じて，山口県のアサリ漁獲サイズ（山口県漁協

の自主規制値）32mm 程度の漁獲量は，目標としている概

ね 2kg/㎡以上が継続的に確保できることが確認できた． 

２）海草藻類の分布状況 

 第Ⅰ期工区において平成24年に確認された

海草藻類の分布状況を図-6 に示す． 

大島干潟では造成後2年目の平成22年より

アマモ，コアマモが出現し，アマモに生み付

けられたコウイカ類の卵塊も多く確認される

ようになり，平成 24 年度調査結果では分布が

拡大している．また，環境省のレッドデータ

ブックで準絶滅危惧種に指定されているウミ

ヒルモも出現しており，干潟整備による新た

な生物生息環境の創出が確認できた． 
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図-4  地盤硬度および覆砂厚の調査位置図 

表-2  地盤硬度の測定結果（H25.7 測定） 

図-5  アサリの殻長別重量 
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図-5 海草藻類の分布状況
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